
～平成28年度交付決定額： 0 千円 平成29年度申請額： 3,260 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

平成 31 年度

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

地域の多様な文化遺産に関する市民の理解・関心が高まり、今後の確実な継承に資することができる。また、行
政と民間団体、文化財保護団体による連携・協力体制が充実するとともに、仙台駅を中心とした東西への交流人口
の増加が期待される。

東日本大震災からの復旧・復興事業を優先していることから、歴史文化基本構想の策定等に向けた具体的な計画
を立てる段階には至っていないが、引き続き計画策定に向けた情報収集等を進める。

地方公共団体
担当部局課

仙台市教育委員会生涯学習部文化財課

文化遺産総合活用推進事業 実施計画

仙台市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

・教育委員会文化財課：実施計画に係る全体の企画・調整および各補助事業に係る指導等、実行委員会事務局
・構成団体：補助事業の実施、および補助事業の実施団体との連絡調整等

  仙台駅東エリアマネジメント協議会、クロップス親和会、東口ガイドボランティア宮城野さんぽみち

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

仙台市文化遺産活性化事業

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

仙台市の多様な文化遺産の着実で適切な保存・継承とともに、地域活性化を推進するため、下記の事業を実施す
る。また、実施計画期間中は行政と民間組織との協力・連携体制により、適切かつ効果的な文化財保護と、文化遺
産を活用した観光政策を検討する。

1．情報発信事業
事業①仙台駅東の文化遺産マップづくり

2．普及啓発事業
事業②「忘れられたまち」を伝える古絵図・写真による展示上映と歴史文化講座の開催
事業③東西市街地の接点となるＸ橋からみた歴史文化・まちづくり講座の開催
事業④東西の歴史文化を結ぶモニターツアーの実施
事業⑤100年七夕の製作ワーキングおよび製作の手引きの発刊

地域文化遺産活性化

平成 29 年度 ～

事業概要：

事業概要：

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙①・②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

様式１－１



年度

人 人 人 人 人人

年度 平成

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31

文化遺産が所在する最寄駅の乗降者者数 （具体的な指標は次のとおり）

32

27 年度 17,648 人 ⇒ 平成 31

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

設定根拠１：
ＪＲ当該2駅の1日平均乗車人員が、平成24年度から平成27年度までで、1.15倍になっていること
から、平成27年度を基準に、平成31年度には1.5倍になることを目標に算出
（※市営地下鉄東西線は、平成27年12月開通のため、算出根拠から除外）

具体的な指標１：
最寄の5駅（ＪＲ東日本仙石線2駅・仙台市営地下鉄東
西線3駅）の1日平均乗車人員数の合計

関連事業: ①～⑤

年度 26,472 人目標値１： 平成

目標区分１： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分１：

様式１－１別紙①



人 人 人

年度 平成 32 年度平成

人 人 人

年度 平成 29 年度

平成 31 年度 60 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 28 年度 0 人 ⇒

～ 平成 31 年度

事業概要：
仙台市の東西市街地を結んできたＸ橋（現宮城野橋）からみた仙台の歴史・文化・まちづくり講
座を開催し、地域コミュニティの活性化と仙台駅東西の交流促進を図る。

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 28 年度

人人 人 人人 人

29 年度 平成 30

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 31 年度 平成 32 年度年度 平成

評価指標区分： ・保存会への新規入会者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： （仮称）アーカイブ活動保存会への入会者数

目標値： 平成 28 年度 0 人人 ⇒ 平成 31 年度 60

～ 平成 31 年度

事業概要：
仙台駅東に関係する古地図・地図、写真、映像の展示上映会の開催により地域の文化財を紹介
し、文化遺産に関する情報収集を促進させる。展示上映を踏まえて講座を開催し、古い写真や映
像の利活用方法の普及啓発を行い、市民レベルでの実践を目指す。

事業②：
「忘れられたまち」を伝える古地図・写真によ
る展示上映と歴史文化講座の開催

実施団体： 仙台駅東エリアマネジメント協議会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 28 年度

平成

件件 件 件件 件

29 年度 平成 30

29 年度

件

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成

件 ⇒ 平成 31 年度 100

31 年度 平成 32 年度年度

事業①： 仙台駅東の文化遺産マップづくり 実施団体：
仙台駅東エリアマネジメント協議会、ク
ロップス親和会、宮城野さんぽみち

30 年度 平成 31平成 年度 平成

具体的な指標： （仮称）Ｘ橋保存・モニュメント活用会員数

目標値：

・保存会への新規入会者数 （具体的な指標は次のとおり）評価指標区分：

仙台駅東の文化財マップを掲載したホームページからのダウンロード数

事業③：
東西市街地の接点となるＸ橋からみた歴史文
化・まちづくり講座の開催

実施団体：
仙台駅東エリアマネジメント協議会、ク
ロップス親和会

評価指標区分：
・コンテンツダウンロード数（掲載ＨＰや動画共有サイトでの
再生回数等）

（具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：

 8（2）実施事業の概要 別紙

目標値： 平成 28 年度 0

～ 平成 31 年度

事業概要：
仙台駅東の文化財を詳しく紹介し、東西文化の接点となるＸ橋（現宮城野橋）の位置付けを示し
た文化財マップを編集・作成・印刷し、市民い向けて情報発信を行う。作成にあたってはワーク
ショップを開催し、普及啓発を図る。

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成

様式１－１別紙②



人人 人 人人 人

29 年度 平成 30

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 31 年度 平成 32 年度年度 平成

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： ワークショップ・製作の手引きをもとに100年七夕を製作した人数（SNS等による追跡調査）

目標値： 平成 28 年度 0 人人 ⇒ 平成 31 年度 100

～ 平成 31 年度

事業概要：
明治時代、大正時代につくられた七夕飾り（七つ飾り）を市民参加型ワークショップで再現・製
作・公開する。あわせて飾り製作の手引書を作成し、次世代に伝承する。

事業⑤：
100年七夕の製作ワーキングおよび製作の手引
きの発刊

実施団体： 仙台駅東エリアマネジメント協議会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 28 年度

％％ ％ ％％ ％

29 年度 平成 30

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 31 年度 平成 32 年度年度 平成

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：
仙台駅東西地区にまたがって回遊する観光客の比率（東西主要文化スポットにおけるアンケート
により調査）

目標値： 平成 28 年度 0 ％％ ⇒ 平成 31 年度 15

～ 平成 31 年度

事業概要：
仙台駅東西の伊達家に関わる歴史文化スポットや文化人と関係ある場所をつなぐ回遊ルートを開
発することを目的にモニターツアーを開催する。あわせて歴史家等によるプレ講座を開催し、ツ
アー後は参加者へのアンケート調査、ワークショップを実施し課題等を把握する。

事業④： 東西の歴史文化を結ぶモニターツアーの実施 実施団体： 宮城野さんぽみち

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 28 年度


